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　はじめに

カエルアンコウ科 Antennariidaeは日本近海に 4

属 15種が生息しており（瀬能，2018），そのうち

の 6種がカエルアンコウ属に含まれる（Arnold 

and Pietsch, 2012；瀬能，2013）．カエルアンコウ

Antennarius striatus (Shaw, 1794)は，国内では伊豆

大島，小笠原諸島，北海道から九州南岸の日本海・

東シナ海沿岸，宮城県から九州南岸の太平洋沿岸，

瀬戸内海，喜界島，および奄美大島から記録され

ている（瀬能，2013）．

2012年 7月に大隅諸島種子島長浜海岸，2014

年 5月 14日に同島熊野沖からそれぞれ 1個体の

カエルアンコウが採集された．これらの標本は本

種の標本に基づく大隅諸島からの初記録であるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は瀬能・川本（2002）にしたがっ

た．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmの精

度で行い，計測値は体長に対する百分率で示した．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿

児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管され

ており，上記の生鮮時の写真は同館のデータベー

スに登録されている．

　結果と考察

Antennarius striatus (Shaw, 1794)

カエルアンコウ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 50198，体長 42.9 mm，鹿児島

県大隅諸島種子島長浜海岸，30°33′N, 130°55′E，

カニ籠，水深 14–15 m，2012年 7月，目黒昌利・

松沼瑞樹・田代郷国；KAUM–I. 61205，体長 30.1 

mm，鹿児島県大隅諸島種子島熊野沖，30°28′ 

13″N, 130°58′32″E，定置網，2014 年 5 月 14 日，

高山真由美．

記載　背鰭 3棘 12軟条；臀鰭 6–7軟条；胸鰭

10–12軟条；腹鰭 1棘 5軟条；尾鰭 9軟条．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：全長

138.0–142.9；頭長 60.1–62.1；吻長 8.9–9.0；眼径

7.0–7.2；両眼間隔 8.3–8.9；体幅 30.8；体高 55.5；

尾柄高 12.8–14.3；吻上棘長 18.6；背鰭第 2棘長

18.6–19.3；背鰭第 3棘長 17.5–17.9；背鰭最長軟

条長 35.9；臀鰭最長軟条長 24.6–25.6；尾鰭最長

軟条長 37.3–41.2．

体は卵型で著しく側扁する．尾鰭は丸みをお

びる．体表は小棘で覆われる．吻上棘の先端に皮

弁を有する．背鰭第 2–3棘はともに後方に曲がる．

吻上棘を除く背鰭棘と軟条部は，厚い皮膚で覆わ

れる．臀鰭最終軟条の後部の鰭膜と尾柄部が連続

しない．鰓孔は胸鰭腋部下に位置する．胸鰭は体

側中央に位置する．

生鮮時の色彩　KAUM–I. 50198（Fig. 1）は，

体の地色は黄褐色を呈する．吻上棘は黄褐色と白

色の縞模様で，その先端の皮弁は淡黄色を呈する．

各鰭は淡鶯色であり，軟条部には黒斑が散在する．
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分布　Antennarius striatusはインド・西太平洋

と大西洋に広く分布する（Pietsch and Grobecker, 

1987；瀬能，2013）．国内では伊豆大島，小笠原

諸島，北海道から九州南岸の日本海・東シナ海沿

岸，宮城県から九州南岸の太平洋沿岸，瀬戸内海，

喜界島，および奄美大島から記録されており（瀬

戸内海水産開発協議会，1997；瀬能，2013；岩坪・

本村，2017；小枝ほか，2018；Nakae et al., 2018；

村瀬ほか，2019），本研究により新たに大隅諸島

種子島における分布が確認された．

備考　種子島から得られた標本は，鰓孔が胸

鰭腋部下にあること，吻上棘基底が上顎の縫合部

より前へ張り出すこと，吻上棘先端の皮弁が基部

で 3本に分枝することなどから，瀬能（2013）が

記載したカエルアンコウの標徴とよく一致したた

め，本種に同定された．

日本国内におけるカエルアンコウの分布は「分

布」の項で述べた通りであり，記載標本は大隅諸

島からの初記録となる．なお，本研究では調査す

ることができなかったが，第 2著者によると沖縄

島塩屋湾で採集されたカエルアンコウの標本が琉

球大学に保管されていた（現在は沖縄美ら島財団

に移管）．本種はこれまでに沖縄県から記録され

ていないため，今後，同標本の再調査が期待され

る．
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Fig. 1. Fresh specimen of Antennarius striatus from Tanega-shima island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 50198, 
42.9 mm standard length).
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